
■はじめに

河畔林のヤナギは自然景観や生態系にとって重要

な役割を持つ一方で，河畔林が繁茂しすぎると河川

増水時に水を速やかに下流に流す能力を低下させ，

水害のリスクが高まるため，適度な伐採が必要とさ

れています。

令和3年に北海道開発局が主催して，「河畔林ヤナ

ギの有効利用研究会」（図1）が発足しました1,2)。

産官学が一体となって，洪水対策としての河畔林の

伐採，有効利用の手法を検討し，持続的な利用によ

りインフラの維持管理コストの縮減と地域産業の振

興につながることが期待されます。

本研究会で「河畔林ヤナギの菌床栽培への利用」

に関する取組みを行ったので，紹介します。

■菌床栽培へのヤナギ利用の背景

当場では，シイタケ菌床栽培における広葉樹おが

粉の供給源として，成長の早いオノエヤナギやエゾ

ノキヌヤナギに着目し，そのおが粉をシイタケ菌床

に用いることを検討し，生産性や収穫物のサイズお

よび嗜好性（美味しさ）が向上することを見出しま

した。その後，数か所のシイタケ生産施設での有用

性の実証を経て，一部の地域でヤナギが菌床栽培に

利用されるようになりました3)。

一方，道内他地域のシイタケ生産事業者もヤナギ

おが粉の利用に対する関心が高く，おが粉製造事業

者やシイタケ等菌床栽培事業者に対するヤナギおが

粉の利用拡大に向けては，慣行使用される樹種（ミ

ズナラ，シラカンバ等）と同等以上の品質のヤナギ
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図1 河畔林ヤナギの有効利用研究会について1)
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原料の確保からおが粉製造に係る安定供給体制の構

築が大きな課題です。

■取組み内容

そこで，名寄河川事務所フィールドでのヤナギ供

給・利用モデルとして，河川管理者，おが粉製造工

場と実生産施設の連携により，ヤナギおが粉を用い

た菌床製造・シイタケ菌床栽培の検証を行いました

（図2）。

■ヤナギ立木の伐採・おが粉の製造

令和3年9月下旬に名寄川（図3）で，林業試験場の

サポートを受けて，オノエヤナギおよびエゾノキヌ

ヤナギ計20本（胸高直径16～30cm），エゾヤナギ9

本（胸高直径16～40cm）を選木しました。

10月に入って，伐採後に玉切りされたヤナギは下

川町森林組合の土場に運搬されました。シイタケ生

産施設である下川町特用林産物栽培研究所で使用す

るおが粉2m3（オノエヤナギ，エゾノキヌヤナギ），

林産試で使用するおが粉2種類各1m3（上記2樹種混

合，エゾヤナギ）を製造しました。約1時間で4m3製

造できたことから，1日に約30m3のおが粉製造が可

能で，生産性について問題なく，シイタケ栽培用お

が粉として，ちょうど良い粒度に仕上がりました

（図4）。

■菌床の製造（図5）

11月に入って，製造したヤナギおが粉を用いた

シイタケ菌床製造を下川町特用林産物栽培研究所で

実施しました。慣行菌床の製造の際には，1回に

2.25m3のミズナラとシラカンバのおが粉を使用して，

通常1,100菌床程度製造しています。

今回，ホイールローダーのバケットでヤナギおが

粉2杯分（0.75m3），ナラ・カンバおが粉4杯分

（1.5m3）をミキサーに投入した後に，ミキサーで2

種類のおが粉を30分程度撹拌しました。

前日ミキサーで撹拌したおが粉に栄養材を投入し，

十分に撹拌してから加水し，さらに撹拌しました。

ミキサーとコンベヤーで直結した詰め機（8連式，プ

レス付き）で培地を栽培袋に充填しました。培地1個

当り1.3kgですが，重量調整がほとんど不要で作業性

も問題なく，慣行菌床の作業時間と変わりませんで

した（約1時間30分）。詰め機での培地充填作業後に

常圧殺菌釜による殺菌を行いました。
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図2 研究会での取組み内容

図3 名寄川河畔林のヤナギ

図4 伐採後のヤナギ原木によるおが粉製造

上左：伐採現場 上右：加工場に運搬された原木

下左：おが粉製造機への投入 下右：製造おが粉

図5 菌床の製造
上左：おが粉の運搬 上右：ミキサーでの撹拌

下左：充填後の培地 下右：殺菌釜のセット
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■シイタケ栽培

12月中旬に，培養1か月程度経過した菌床を観察し

た（図6）ところ，ヤナギブレンド菌床の前後に製造

した慣行菌床と比較して，隆起の状態に大きな違い

が見られなかったものの，ヤナギ菌床で若干菌回り

が早く，褐変が進んでいるような印象を受けました。

培養2か月程度経過すると，順調に褐変が進んでいま

した。

令和4年2月中旬に熟成が進み褐変した培地を栽培

袋より取り出し，慣行菌床と同様な作業を行いまし

た。芽のつき方，シイタケの成長の度合いは問題あ

りませんでした（図7）。初回発生では，褐変が進ん

でいない菌床も見られましたが，2回目の発生では一

様に褐変が進んでいました（図7）。2回目の発生は

順調に進みましたが，発生タイミングが分散しなが

ら，継続して発生する特徴がありました。

初回発生後に浸水を行って2回目の発生，さらに2

回目の発生終了後に浸水を行って3回目の発生を行い

ました。約70日間発生管理を行い，慣行菌床とヤナ

ギブレンド菌床でほぼ同程度の収量が得られました。

初回発生，浸水1回後の2回目の発生まではヤナギブ

レンド菌床で発生収量が高い傾向を示したことから，

ヤナギブレンド菌床は前半集中型で2回収穫で終える

ことも可能かもしれません。

■おわりに

河畔林ヤナギの有効利用研究会で，名寄川河畔の

ヤナギを伐採し，そのおが粉を活用したシイタケ菌

床栽培の検証を行ったところ，十分に使えることを

改めて実感することができました。

河川管理の一環で伐採した樹木について，バイオ

マス資源としての有効活用を加速するために，新た

な取組みが開始されています。北海道開発局と北海

道が連携して，「木材バンク」として一括した情報

提供をホームページ等において開始しました1)。河

川の工事で発生する伐採木に関する情報として，伐

採木の予定数量，保管場所，保管時期等が掲載され

ています。

このような情報を活用しながら，ヤナギ原料の確

保からおが粉製造に係る供給体制が一部の地域から

波及することで，おが粉製造やきのこ菌床栽培の関

係事業者に対するヤナギの利用拡大につながること

が期待されます。
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図6 培養中のヤナギブレンド菌床

上左右：培養1か月後 下：培養2か月後

図7 ヤナギブレンド菌床からのシイタケ発生

上左右：初回発生

下左：2回目以降の発生 下右：収穫したシイタケ


